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論文内容の要旨
映像・音声等、一般的に実時間性の要求されるコンテンツ配信においては、受信端末のデータ再生速度に合わせた
ストリーム型の配信が行われる。ストリーム型コンテンツ配信にマルチキャストを適用する場合、特定のコンテンツ
配信を既に開始しているマルチキャストグループに後続の同一要求を追加収容する種々の手法として、中継ノードの
キャッシュ機構により、非同期アクセスするユーザ群を同一ストリームに収容する手法、複数ストリームを並行受信
する手法においては、複雑な制御機構、スケーラビリティ問題、オンデマンド配信におけるサービス応答時間の長時
間化等が問題となっているo
本論文は、既存のコンテンツ配信における運用効率の問題に対し、高速ネットワーク上の効率的なコンテンツ配信
方式の実現を目的として、コンテンツのパースト転送とマルチキャストを基本としたコンテンツ配信方式の提案、方
式のシミュレーションならびに実装によって本提案方式の有効性を示すことを目的としたものであり、全 5 章より構
成されている。
第 l 章では、序論として本研究の背景ならびに目的を述べた。
第 2 章では、マルチキャストを利用する既存のコンテンツ配信方式の特徴と、ユーザの収容効率、通信帯域の効率、
レスポンス特性上の問題を明らかにした上で、コンテンツ情報の配信形態に着目し、コンテンツ情報の分割ブロック
を周期的にバースト転送するマルチキャスト配信方式を提案した。ここではサービス要求に対するタイムスロット割
当てのためのスケジューリング手法を提案し、計算機シミュレーションによって提案手法の有効性を明らかにした。
第 3 章では、サービス応答時間短縮の観点から、サービス開始時における一時的なストリーム帯域割当てとバース
ト転送の組合せ手法を提案した。また、パースト転送によるマルチキャスト配信方式を複数サーバ環境への適用を目
的として、ユーザ情報の交換機能のためのサーバ間プロトコルを提案した。サービス途中での配信サーバ切替えを可
能とする機能拡張を行った。提案方式のシステム機能構成に基づくシミュレーションによって提案方式を評価し、そ
の有効性を示した。
第 4 章では、第 3 章に記述した提案方式の機能実装として、各機能のデータ構造を述べ、提案システムのプロトタ
イプ実装を行った。実装システムにおいて本研究の提案方式の動作確認を行い、大規模システムでの運用を想定し、
プロトタイプシステムの要求処理性能に関する評価を行い、提案方式の実現性を確認した。
第 5 章では、以上で得られた知見を総括し、本論文の結論とした。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、既存のコンテンツ配信における運用効率の問題に対し、高速ネットワーク上の効率的なコンテンツ配信
方式の実現を目的として、コンテンツのバースト転送とマルチキャストを基本としたコンテンツ配信方式の提案に関
する研究をまとめたものであり、主な成果を要約すると次の通りであるo
(1)ストリーム型コンテンツ配信にマルチキャストを適用する場合の特定のコンテンツ配信に関して、マルチキャス
トグループに後続の同一要求を追加収容する手法である、中継ノードのキャッシュ機構により非同期アクセスする
ユーザ群を同一ストリームに収容する手法、複数ストリームを並行受信する手法について、複雑な制御機構、スケー
ラビリティ問題、オンデマンド配信におけるサービス応答時間の長時間化等の問題を明らかにしている。
(2)マルチキャストを利用する既存のコンテンツ配信方式の特徴と、ユーザの収容効率、通信帯域の効率、レスポン
ス特性等の問題を明らかにした上で、コンテンツ情報の配信形態に着目しコンテンツ情報の分割プロックを周期的
にバースト転送するマルチキャスト配信方式を解決策として提案しているo
(3)サービス要求に対するタイムスロット割当てのためのスケジューリング手法を提案し、計算機シミュレーション
によってその有効性を明らかにしている。
(4)サービス応答時間を短縮するため、サービス開始時における一時的なストリーム帯域割当てとパースト転送の組
合せ手法を提案し、有効性を明らかにしているo
(5)バースト転送によるマルチキャスト配信方式を複数サーバ環境への適用するための、ユーザ情報交換のためのサー
バ間プロトコルを提案し、サービス途中での配信サーバ切替えを可能とする機能拡張を行い、システム構成とその
有効性を示している o
(6)提案方式における各機能要素のデータ構造を具体化することによりプロトタイプ実装を行っている。実装システ
ムの動作確認に基づいて、大規模システムでの運用を想定したシステム処理性能に関する評価を行い、方式の実現
性を確認している。
以上のように、本論文は高速ネットワーク上におけるコンテンツ配信の様々な課題に対する解決策を示し、それら
をパースト転送とマルチキャストを基本とした効率的なコンテンツ配信システムとして統合する方式を提案している
ため、実環境での有効性が高く、情報システム工学に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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